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＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☐

☐

☑

☐

☑

☑

地元大津町の小学校5年生を中心として、日本茶講座を
行うことが出来た。

・毎年、継続して実施することが
出来た。
・Zoom・グーグルミート等を活
用した日本茶講座を１校実施し
た。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２４年5名

子供達を中心とした日本茶普及活動(日本茶講座)の実施

・継続的に実施する
・2024年までに、その場にいな
い人でも参加できるオンライン
茶講座を実施する。経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

三側面
（分野に☑）

温室効果ガスを、2021年比で
2024年１０％削減

茶生産工程・環境管理の見直し(燃料・熱・電気等)を行い、
実践に取り組んだ。目標達成はできなかったが、日々の作
業改善に大きくつながった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2021年6名→2024年8名

前期の指標に対する実績

通年雇用の従業員採用

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

従業員採用を試みたが、世間現状の人手不足に悩まさ
れ、目標未達成となった。

将来を担う子供たちを中心に、「生産した日本茶の有効活用法や栄養素の話」を含む、日本茶普及活動
(日本茶講座)を積極的に行っています。茶生産を継続していくためにも、消費者、JAや行政、取引先関
係の皆様との信頼関係をさらに構築していくと共に、持続可能な社会づくりに向けて、日々努力してい
きます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

２０２１年比で２０２４年６％削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

日本茶生産に伴う温室効果ガス排出抑制に対する日々の
取組み

社会

経済

環境 ①子供達を中心とした日本茶普及活動(日本茶講座)の実
施
②欠席者でも参加できるオンライン茶講座(可能であれば
録画録音)の実施

①日本茶普及活動(日本茶講座)の
実施
2024年１回→2027年2回
②オンライン茶講座の実施
2024年１回→2027年2回

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
日本茶生産に伴う温室効果ガス排出抑制に対する日々の
取組み

温室効果ガスを、２０２４年比で２０
２７年５％削減

社会

経済

環境

期間従業員の採用 ２０２４年１名→２０２７年４名

事業者名 株式会社 瀬川製茶

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

㈱瀬川製茶は、法令を遵守し、環境にやさしく消費者の皆様に、「安全安心のお茶」を提供する事を徹底
すると共に、従業員が安全で働きやすい職場を目指し、日々研鑽する。また、未来の茶業が発展するため
にできることを実践していき、茶業を通して持続可能な社会の実現を目指し、日々努力を続ける。継続こ
そが力なり。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


